
「支援はあくまでも対等に、相手を理解しようとすることが大切！」

三多摩事業本部 東村山楠の樹地域福祉事業所ふたば

社会福祉士・精神保健福祉士

サービス管理責任者 栗間 早江子
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9：30～10：20

◎自己紹介

◎精神障害って何だろう？

1．統合失調症とは？

2．うつ病とは？

◎知的障害って何だろう？

◎発達障害って何だろう？
1．自閉スペクトラ（ASD)

2．注意欠如・多動症（ＡＤＨＤ）

3．限局性学習症（LD)
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10：40～11：30
4．大人の「注意欠如・多動症（ＡＤＨＤ）」
5．大人の「自閉スペクトラム症（ASD)」

◎事例検討
◎今日のまとめと伝えたいこと

11：40～12：40
レポート作成



精神保健福祉法では････
「精神障害」を「統合失調症、精神作用物質による急性中毒又はその依存症、知的障害、精神病質その他の精神
疾患を有するもの」（第5条）としています。←この中には、そううつ病やうつ病などの「気分障害」もなく、「その他の精
神疾患」とまとめられ、「知的障害」も含まれ、とても幅広い定義となっています。

一方、「精神障害者」とは・・・・障害者基本法で（2004年改正）
「精神障害があるため、継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける者」（第2条）とされています。

←社会との関わりの中で障害を多角的に捉えようとしている
ICFでも医療モデルだけではなく、社会モデルで障害を捉えようとすることが今の考え方です。

www.japsw.or.jp/ugoki/houkokusho
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◎障害者とは？・・・障害者基本法の第2条で「この法律において「障害者」とは、身体障害、知的障害又は精神障害があるために、
長期にわたり日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける者をいう」とされています。（1993年改正）



 精神疾患が起こると・・・

「生活のしづらさ」「生きづらさ」が生まれてきます。

具体的には・・・

1．統合失調症とは？
100人に一人がかかる病気です。
2002年以前は「精神分裂病」と呼ばれていました。それが、改名されました。

・「統合」（まとまり）の「失調」（ある機能が調節をうしなうこと）とは・・・
具体的には考えのまとまりや情のまとまり、意志（したいこと）のまとまりが調節を失うことです。
従って、治療や環境により、知情意のバランスを回復することが目標となります。

・統合失調症は、脳内の生化学的な異常が指摘されています。（神経伝達物質の異常）
それは、病的な不安とか焦燥をもたらすようです。
わけのわからない不安や焦り、世間に慣れ親しんだり、誰かと心を通わす実感から遠ざかっていると、
人はそれをなんとか自己流にでも説明し納得したくなる。そんなとき自分がおかしいのではなく、周囲
がおかしい、他人が悪意を抱いている、といった具合に被害的に考えてしまいます。

←これが、「妄想」の最も基本的なスタイルの「被害妄想」です。

誰かに見られている、狙われているといった発想の中に、私たちはそうしたものをひねり出さずにはい
られなかった「追い詰められた気分」を見て取るべきです。

www.japsw.or.jp/ugoki/houkokusho
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では、統合失調症の人とはどんな人でしょう？

・基本的に知能は障害されない
・バランスが変だったり、安定性が欠如していて社会生活にうまく適合していけない
→「生きることの不器用さ」と理解したほうがよい
・非常識で無作法と誤解される
・変化を嫌う（新しい事物や環境へなれることが非常に負担となる）→「こだわり」が目立つ
・人を困らせるような嘘をついたり、人をおとしいれたりしない

私たち支援者は、価値観の違いを押しつけず、顔をつぶさないような助言・手助けをすること。
気持ちには共感し、良いか悪いかなどは持ち出さず、例えば損得で納得させることなどはあり。

（看護のための精神医学 中井久夫・山口直彦著 医学書院）
（援助者必携 はじめての精神科 春日武彦著 医学書院）
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2．うつ病とは？

www.nhk.or.jp/kenkowww.msd.co.jp
www.shaho-net.co.jp

www.shaho-net.co.jp

aoba-himawari.com
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◎知的障害って何だろう？
（東京都保健福祉局ホームページより）

知的障害とは、知的機能の障害が発達期（18歳未満）にあらわれ、日常生活に支障が生
じているため、何らかの特別な援助を必要とする状態にあるもので、知的機能と日常生活能力
のいずれにも障害を負う者とされています。

東京都で知的障害の方に交付される「愛の手帳」に記載される程度区分から考えてみましょう。
（18歳以上の方の場合）

1度（最重度）
IQがおおむね19以下で、生活全般にわたり常時個別的な援助が必要
です。例えば、言葉でのやりとりやごく身近なことについての理解も難しく
意思表示はごく簡単なものに限られます。

2度（重度）
IQがおおむね20～34で、社会生活をするには、個別的な援助が必要で
す。例えば、読み書きや計算は不得手ですが、単純な会話はできます。
生活習慣になっていることであれば、言葉の指示を理解し、ごく身近な
ことについては、身振りや２語文程度の短い言葉で自ら表現することが
できます。日常生活では、個別的援助を必要とすることが多くなります。

3度（中度）
IQがおおむね35～49で、何らかの援助のもとに社会生活が可能です。
例えば、ごく簡単な読み書き計算ができますが、それを日常生活で実際
に使うことは困難です。具体的な事柄についての事柄についての理解や
簡単な日常会話はできますが、日常生活では声かけなど配慮が必要です。

4度（軽度）
IQがおおむね50～75で、簡単な社会生活の決まり従って行動することが
できます。例えば、日常生活に差し支えない程度に身近な事柄を理解で
きますが、新しい事態や時や場所に応じた対応は不十分です。また、
日常会話はできますが、抽象的な思考が不得手で、こみいった話は難し
いです。

www.fukushihoken.metro.toukyo.lg.jp

◎発達障害って何だろう？
発達障害者支援法が2005年4月に施行されました。

www.nhk.or.jp/kenko



自閉スペクトラム症（ASD)とは？
ASDは、臨機応変な対人関係が苦手であることと、自分の関心、やり方、
ペースの維持を最優先させたいという本能的思考が強いことを特徴とする
発達障害の一種です。 （自閉スペクトラム症理解と支援 本田秀夫著 星和書店）
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注意欠如・多動症（ＡＤＨＤ）とは？
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www.nhk.or.jp/kenko

限局性学習症（LD)とは？



大人の「注意欠如・多動症（ＡＤＨＤ）」
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www.nhk.or.jp/kenko
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強度行動障害を起こしやすい人とは？ （東京都強度行動障害支援者養成研修資料より）

知的障害と自閉症

まとめ□情報を受け取ること・表現することが難しい

□感じ方や考え方が独特で共有しにくい

「わかろうとする努力」と「伝える工夫」が必要

知的障害と自閉症の併存

□知的障害が重度であればあるほど、自閉症の併存率は高くなる

□ＩＱ３０以下では併存率は７割以上（杉山、２００８）

診断がついていなくとも自閉症の人はいる

標準

境界域

軽度

中度

重度

最重度
20

35

50

70

85

自閉症の特徴強い 弱い

強度行動障害

自傷・他害・破壊
非衛生的・異食
極端な固執行動等

反社会的行動

非行・虞犯
触法行為等

急性期の
精神科症状

興奮・混乱
混迷・拒絶等

Ⅰ・３歳未満 1～2％

Ⅱ・３歳～６歳 3～4％

Ⅲ・６歳～９歳 10％

Ⅳ・９歳～１２歳 85％

ICD-10の分類

知
的
障
害
の
程
度
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資料1
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事例検討

30代男性 Rさん
知的障害、愛の手帳3度、パニッ
ク障害がある

40代 男性 Kさん
身体障害、脳性麻痺
精神疾患も併せ持つ

20代 女性 Aさん
知的障害 愛の手帳2度
自閉スペクトラム症やADHDの傾向も
ある

20代 男性 Uさん
知的障害、愛の手帳3度
強迫性障害、ASDの傾向

50代 女性 Tさん
知的障害 愛の手帳3度
躁うつ病も併せ持つ

20代 女性 Oさん
知的障害 愛の手帳2度
強度行動障害をもつ



13

今日のまとめと伝えたいこと！

様々な障害について見てきました。支援していく上で（また、
関わっていく上で）知識として持っていることはとても大切で
す。是非知っていただきたいと思っています。

しかし、今日お伝えしたことは、ほんの一部です。

実際には多様に組み合わさっており、一人一人固有な障害
を持ち、本人の置かれる環境とも相まって、言葉では表しき
れない人物像を示します。

ここで、最後に私の心がけていることをお伝えします。

「支援はあくまでも対等に、相手を理解しようとすることが大
切！」です。

支援は援助ではありません。依存に注意が必要です。その
人を支え、併走していくイメージです。

皆さんのご活躍を期待します。
聞いていただきありがとうございました。


